








だくと， 中野教授の関心が， アメリカ， ヨーロッパ， 日本と世界の会計学を網羅していることは明らか
です。「会計はビジネスの言語」とも言われますが,私たちの身の回りにある会計学や会計制度が,いつ，
どこで， どのように開発されたものなのか，そのルーツを知りたくなったとき，ぜひ中野教授の業績リ
ストからヒントを見つけ出していただきたいと思います。また2018-2019年度， 中野教授には経営学会
長として経営学部の研究をリードしていただきました。特に在職期間に発刊された「経営論叢」に，毎
号のように中野論文が掲載されたことで，経営学部教員に「研究者としてどうあるべきか」を明に暗に
お示しいただき，探求心をもち続ける大切さや研究を積み重ねる粘り強さを教えていただきました。
桜井徹教授は, 2016年3月に日本大学商学部をご退職後，同年4月より国士舘大学経営学部に入職さ
れ，学部・大学院における「企業論」の講義・ゼミを担当されました。この間桜井教授からも，本学
の教育・研究に多大なご貢献をいただきました。 （やはり私の力量不足で）桜井教授の膨大な研究業績
を的確に紹介することはできませんが，本号に掲載されている桜井教授の業績リストをご覧いただく
と，桜井教授の関心が，官と民，そして民間営利企業となった後の企業の社会的責任に向けられている
ことが分かります。20世紀末に進展したグローバリゼーションの本質は， アングロサクソン型資本主義
の世界的な拡散です。この拡散の洗礼を最初に受けたのが，鉄道企業や電信電話企業など各国の公企業
であったと言えます。こうしたグローバリゼーションの時代精神と公企業への影響を知りたくなったと
き，ぜひ桜井教授の業績リストから自分の関心に合ったものを紐解いていただければと思います。また
2019年度，桜井教授には経営研究所長としてご活躍いただきましたが，それ以上に，随所で「学部はど
うあるべきか」という厳しくも温かい模範をお示しいただきました。桜井教授にお示しいただいた模範
は，直ちに実現できるものではないかもしれませんが，残された経営学部教員が決して忘れてはならな
い模範となっております。
以上， 中野常男教授ならびに桜井徹教授からは，短い在職年数ながらも，国士舘大学経営学部に実に
インパクトのあるご貢献をいただきました。このたびこの「経営論叢」第10巻第2号を， 「中野常男教
授・桜井徹教授退職記念号」として発刊させていただくことで，両教授への感謝の意を示すとともに，
今後も両名の変わらぬご活躍をご祈念年申し上げたいと思います。
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